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 Chlordiazepoxide (Balance) was administered to 32 urological patients with such psychoneu-
rotic complaints as nervous pollakisuria, irritable bladder, anxiety, fear, mental tension, 
restlessness, sleeplessness and so forth. It gave a excellent result in the majority of the 
cases treated, particularly when used in combination with adequate minor psychotherapy. 

   No serious side effects were encountered.

1緒 言

Chlordiazapoxideは 精神 緊張,不 安感,焦 躁

感,苦 悩感,抑 欝気分 な どの諸症状 などに対 し

て鎮静 及び 緩和作用 を示す 所謂minortran-

quilizerに 属 し,既 に広 く各科領域 に於 て神経

症やPSD(精 神 身体症)の 治療 の補助薬 として

使用 され,優 れた効果 を有す る事 が認 め られて

いる.泌 尿器科領域 に於 ては神経性頻尿,膀 胱

神経症,膀 胱 三角部 異常症,慢 性膀胱 炎,尿 道

神経症,慢 性尿道炎,慢 性前立腺 炎,性 的神経

症,夜 尿症等その愁 訴の根底 に心理 的要素 の濃

厚 なる疾患を対 象 として使用 され,認 むべ き効

果 のある事が報告 されてい る.

今 回,我 々も山之内製 薬 よりBalance(Ch-

10rdiazepoxide)の 提 供 を うけ ,之 を 日常 の泌

尿 器 科 臨 床 に 於 て 使 用 す る 機 会 を 得 た の で,こ

こ に そ の 結 果 を 報 告 す る.

■Chlordiazepoxide(Bala皿ce)の 特 性

本 剤 は,7-Chloro-2-methylamino_5_phenyl-3H-

1,4-benzodiazepine4-oxidehydrochlorideで,次

の如 き特 殊 な化 学 構 造 を 有 す る.薬 理 的 に も特異 な作

NHCH3

1

c1」〈)(=1>CH…Cl

l↓

1《o
＼/

用をもち,静 穏乃至鎮静作用,馴 化作用,筋 弛緩作

用,抗 痙攣作用などを有するが,自 律神経遮断作用お

よび催眠作用を殆んど示さない.本 剤は,緒 言で触れ
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第1表Balance使 用 成績

症
例

1

2

3

稀
ssl6

58

51

463

♀

♀

♂

診断乃至原疾患 症 状

12カ 月前より排尿終
膀 胱 神 経 症i末 時痛,膀 胱部不快

i感

5

6

7

58

32

68

〃

〃

〃

、1 〃

♀

♀

〃

〃

10日前 より残尿感,

サルファ剤,抗 生物
質無効

2年 前より残尿感,
目によつて排尿困難

前立腺被膜下摘除術
後長期にわたり膀胱
症状

6～5カ 月前より下

腹部不快感,残 尿感

6カ 月前 より排尿終

末時不快感

2カ 月前より排尿終
末時不快感,下 腹部
不快感

所 見

尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一)

尿=蛋 白(一),赤

(一),白(一),外 尿
道 口に 小 カル ソ ク ラ

(+)

尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一),膀 胱

鏡 検 査 で異 変 な し

尿:蛋 白(÷),赤

(÷),白(+),膀 胱

鏡 検 査 で異 変 な し

尿:蛋 白(一),赤

(一),1臼(一),尿 道

膀胱 撮 影 で 異 変 な し

糠1舗 経 過 螺
1日30mg

7目 間

1日30mg

7日 間

藩昊後・・自覚酬 轄

8

9

to

11

12

13

、4

16

16

17

18

22

25

57

2

17

29

39

74

62

74

20

δ 神 経 性 頻 尿

ε 〃

♀ 〃

91

1
〃

2日 後 より症状殆ん
ど消失するも尚少し
気になる

1日～磯 脚 講 鰍 一

1日湘 鰯 後より膀州 一

1日30mg

l4日 間

羅 熱幽 日瀦
尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一),軽 度
の 尿道 狭 窄 あ る他 異

変 な し

1日30mg

lO日 間

2～3日 後より症状

激減

1日 後より症状殆ん

ど消失

、一,力肺 、り頻 隆 驚(勾 繍
尿・排尿困難感i簑 塗建し尿道撮影で

lO年前 より頻尿

1ヵ 月前 より頻尿

2カ 月前 より頻尿

♀

δ

6

♂

♀

6

6

〃

膀胱鏡検査後4～5
t 日経過す るも頻尿悪i
化

非淋菌性尿道炎

〃

慢 性 膀 胱 炎

尿 道 神 経 症

前立腺捌除術後

左尿管切石術後

2カ 月前 より排尿初
期不快感,サ ルファ
剤,抗 生質物内服で
不変
1年 前より残尿感,

尿道部の療痒感,薬剤内服
で治癒せず

膀胱腫瘍 電 気 焼灼
後,膀 胱炎持続 し頻
尿,排 尿痛3ヵ 月後

も存在
3～4カ 月前より尿
道部に不快感,サ ル
ファ剤で無効

2～3週 来寝つきが

わるく不眠,眠 剤を
要求

いらいらして眠つか

れない

尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一),膀 胱
三 角 部 異 常症 あ り

尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一),膀 胱鏡 検 査
で 異 変 な し

尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一)

尿:蛋 白(一),赤

(+),白(一)

尿:蛋 白(一)赤

(÷),白(朴)細

菌(+)

尿:蛋 白(一)赤

(一),白(甘)球

菌(+)

尿:蛋 白(甘),赤

(+),白(柵),桿

菌(什)

尿:蛋 白(一),赤

(一),白(一)

下腹部創の1部 に繧
形成あ り

創の1部 に尿痩形成あ
り

症状不変

1日轟 奎鰻難 装

田 緒澗 ・日後より蹴 消失

1日30mg

7日 間

1日8mg

7日 間

1～2日 後より症状

消失

1～2日 後より頻尿

激減

IlEgi64
16

20 28 δ

「
1H30mgi1日 後 よ り頻 尿激 減

3日 間1

前立腺癌の疑い

右睾丸腫瘍術後

1日30mg

21日 閥

1日30mg

7日 間

1～2日 後より症状

激減,投 薬中止する
と再発

2目 後より療痒感,

残尿感共に殆んど消
失

構騨繕 十

1日30mg翌 日より症状殆んど1
7目 間 消失

1日
1舗 晃麟 羅

1・m・屯用 鯉 攣 ㈱ こ睡眠

難騨宥驚側
眠れない1

陪醐鰭 撃顯
寝つきがわるい,雑
念が浮んで寝つかれ
ない

内服後,雑 念去 り思
10mg屯 用 考 力 低 下 して 自然 に

1 睡眠す
ー

帯1

柵i

E
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21

22

23

71 ・1協 轟 勇
　
・1・騨 胞腫の疑

入院後,腰 痛,病 気
に対する恐怖あ り不
眠を来す

いらいらして眠れな
い

持続 性 高血 圧 あ り,
200～210/lOO～110

52 δ 膀胱鵬 再魁轟 甥 縷 ⊥
___

膀胱腫瘍再発に対しi

1日30mg

約3カ 月 聞

1日30mg

2i目 間

2443

25

26

27

♀

1日30mg

7日 間

両 腎 結 石 .
両腎に結石がある事
に対する不安,恐 怖

腎機能略々jE常,残
余窒素,ク レアチニ
ソ正常

1日30mg

7同 間

内服後,睡 眠良好,
腰痛軽減,恐 怖感消
失

内服後,い らいら感
が軽快し,幾 分眠れ
る様になつた

十

I
l96

35 ♂

2～3日 後より絶劉

感去 り希望的となる1

右 腎 別 除 後
術後,腎 臓が1つ に
なつた事に対する不
安,恐 怖

18

「術後,悪 性腫瘍であ

樹 鵬術後灘 鯉 耀

病 尿難 石
術前,手 術に対する
不安,恐 怖つよし

2～3日 後 よ り不
安,恐 怖殆んど消失

す

1日網 醗 量饗 雛

1日30mg

21日 間

i,日30mg

4日 間

症状獅 醐 する劃十尚絶望感去らず

投与後,症 状激減す

28r6iδ

29 286

前立腺肥大症 術前,手 術に対する不安,恐 怖つよし

1日舗 欝 礁 灘}
左腎及び膀胱結
核

泌尿器科的検査に対1

言る肺 不安つよ1
ll目3・mg

17H問

書:罐査烈魏旙1廿
となる

く コ

・・i51・耀 易ll幣
簸 欝:灘 騨 経症的性格を

31輔 腎晦 肝珍雛灘 臨 擁肇尋:欝脈

　

1日
、譜離 鷹 謝 依然・

…

1日儲 鐸ζ琴禦 響 ・睡気

32」4♀
試験 開 腹 術 後4～5残 余 窒 素1

左 単 腎 日後,食 慾 不振,嘔84・8mg/dh

気 ク レアチ ニ ン2
.80mg/dI

殆んど不変,4～ 引1日30mg日 後 よ り漸 次快 方 に 一 一
5日 日 向 う

`

た如 くTranquilizer(精 神安定剤)に 属するものと

考えられているが,更 に感情調整作用を有する事から

Thymoleptica(感 情調整剤)の 一部とするものもあ

り,ま た明らかな 抗痙攣作用を 有する事から一種の

Anticonvulsant(抗 痙攣剤)で ある事が既に一般に

認められている.

皿 使 用 成 績

1.対 象症例

第1表 に 示す如 く膀胱神経症7例,神 経性頻尿5

例,非 淋菌性尿道炎2例,慢 性膀胱炎1例,尿 道神経

症1例,不 眠6例,原 疾患に対する不安 ・恐怖4例,

術前の不安2例,検 査に対する恐怖 ・不安1例,術 後

心気症1例,悪 性腫瘍末期の苦痛 ユ例,術 後急性腎不

全における嘔気,食 欲不振1例 の計32例 である.之 ら

は何れ もBalance投 与前に患者の愁訴が,主 として

心理的なもの即ち神経症的なものであると判断した症

例である.

2,用 量,投 与方法

1日 昂:30mgを3回 に 分服せしめた.幼 児の症例

では1日 景8mgを3回 に分服せ しめた.2～3の 症

例では1回10mgを 屯用せ しめた.慢 性膀胱炎の1

例ではサルファ剤と併用投与した 、

又,全 症例に対し支持,元 気づけ,説 得等の多少の

minorpsychotherapyを 適 宜行つた.

3.成 績

使用成績の概要は第1表 に示す通 りである.効 果の

判定にあたつては,使 用薬剤の性質上自覚的愁訴の推

移を主体として判断し,自 覚症状の全く消失したもの

を著効(帯),激 減 したものを有効(昔),軽 減 した

ものを稽々有効(+),不 変 のものを無効(一)と し

た.

症例第1～7例 は,尿 所見その他の検査で殆んど異

常を認めず,し かも頻尿,排 尿痛乃至排尿時不快感・

残尿感,膀 胱部不快感等を頑固に訴える所 謂 膀胱神

経症の症例である.Balance投 与の結果は1例 に於

て薯効を示し,5例 は有効,1例 は無効であつた・効

果の発現は何れ も投与後2～3日 で認められた.

症例第8～12例 は,頻 尿(主 として昼間)を 主訴と

し,尿 検査および膀胱鏡検査等で異常(症 例第9例 の

み膀胱三角部異常症あり)を 認めない所謂神経性頻尿

の症例である・Balance投 与後3例 が完治を示し,
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2例が有効であつた・効果の発現は1～2日 後に認め

られた.

症例第13・ ユ4例は,所 謂非淋菌性尿道炎の症例で尿

所見に不相応に尿道部,会 陰部に異常感,不 快感等を

頑固に訴えた症例である.Balance投 与 による効果

は2例 共有効を示し,共 に1～2日 後 より症状の軽快

が始まつている.

症例第15例 は,多 発性 膀胱腫瘍に対 し経尿道的電

気焼灼術を数回繰返したため膀胱炎の持続し ている

症例で,頻 尿および排尿終末時痛がつ よく,抗 生物

質,サ ルファ剤等の投与で充分軽快 しないためこれに

Balanceの 併用投与を行つた.そ の結果,自 覚症状

がいくらか軽減し患者は本剤の投与継続を強 く希望し

た.

症例第16例 は,尿 道部に不快感を訴えるに拘らず尿

所見その他で全く異常を 認めなかつた症例で,Ba-

1anceを 単独に投与した結果,翌 日より症状は殆んど

消失した.

症例第17～22例 は,術 前若しくは術後の患者で焦躁

感などが原因で不眠を訴えた症例である.之 らにBa-

lanceを 分服乃至屯用で投与 した結果は5例 に於て著

効を示し,1例 に於て梢々有効であつた.

症例第23～26例 は,自 己の疾患に対してつよい不安,

恐怖を訴え落着かぬ態度を示した症例で,Balance投

与の結果は3例 に 於て有効,1例 で 稽々有効であつ

た.

症例第27・28例 は,術 前手術に対する不安,恐 怖を

つよく訴えた症例であるが,Balance投 与後不安,

恐怖は殆んど消失し冷静に戻つた.

症例第29例 は,膀 胱鏡検査等の泌尿器科的諸検査に

対してつよい不安,恐 怖,差 恥等を訴え拒否的態度を

示した症例であるが,Balance投 与後愁訴激減し検

査に協力的な態度を示す様になつた.

症例第30例 は,右 腎腫瘍捌除後心気的愁訴の多い患

者で,之 にBalanceを 投与したが稽々軽快と云つた

効果しか得られなかつた.本 患者は非常に強い神経症

的性格を有していた,

症例第31例 は右腎悪性腫瘍(根 治手術不能)末 期の

症例で腹部膨満,全 身倦怠感,重 病感つよく多分に抑

欝的な状態にあつた。本患者にBalanceを 投与 した

結果は,や や気分の高揚を示したが原病の性質上有効

と判断しうる程の効果は得 られなかつた.

症例第32例 は,単 腎の患老で試験開腹術後発熱も殆

んどなく,従 つて経過順調であるべき筈に拘らず術後

4～5日 目より食欲不振,嘔 気を頑國に訴えた症例で

ある.本 人が神経質な性格であることから推定して,

171

この愁訴の主たるものは神経症的なものではないかと

考えBalance投 与を行つたが全 く無効であつた,生

化学的検査の結果,中 等度のAzotemiaと 血清 クリ

アチニソ値の上昇ある事が認められ,愁 訴の原因が術

後の原因不詳の急性腎機能不全である事が判明した,

症状は4～6日 後 よりAzotemiaの 改善と平行して

自然消失した.

4.副 作用

症例第1例 に於て軽度の睡気,第31例 の腎悪性腫瘍

末期患老に於て睡気が認められた他は,全 く副作用ら

しきものを経験しなかつた.

IV総 括および考案

1959年Chlordiazepoxide(Balance,山 之 内

製薬)が スイスRoche社 で 合成 され て以来,そ

の抗不安緊張作用,情 動調整作用,抗 痙攣作用

な どの故 に極 めて優秀 な薬物 として評価 され各

科 領域 に於 て用い られて来た.泌 尿器科 領域 に

於 て も清水他,菅 原他,南 他,久 住他,森 他,

新谷 他,名 和 田他 によつ て神経性頻尿,膀 胱神

経 症,刺 戟膀胱,膀 胱 三角部異常症,慢 性乃至

急性 膀胱 炎,慢 性尿道炎(淋 疾恐怖),尿 道神

経 症,性 的神経症,夜 尿症,慢 性前 立腺 炎,睾

丸過敏 症,前 立腺症等 に用 い られそ の使用成績

が報告 され ている.そ れ らを総括す ると第2表

の通 りで ある,こ の表 の中,夜 尿症お よび神経

性頻尿 の症例 には,堀 田他,釜 江他 泉他,鐘

ケ江他,山 本他,大 西他,西 村他,飯 塚他の小

児科領域 に於け る使用経験例 をも含 めた.表 に

示す如 くBalance使 用 症例 における 著効例 と

有 効例の合計は,各 種疾患 において概略70%前

後 か ら85%前 後 を示 してお り,こ の点か ら判断

してBalanceは 可 成 り優秀 な 薬剤 である と結

論 しうる.勿 論Balanceの 使 用に あつたては,

夫 々 適当 なるminorpsychotherapy,更 に は

疾 患 に よつて抗生物質,サ ルファ剤等 の併用 が

行 われて いる点 も考慮 しなけれぱ な らない.

さて,こ こで我 々のBalance使 用 成績 にお

け る著 効例 と有効例 の合計 を総括 してみ ると,

膀胱 神経症 では7例 中6例 で86%,神 経 性頻尿

では5例 中5例 で100%,非 淋 菌性尿道 炎は2

例 中2例 で100%,慢 性 膀胱 炎では1例 中0で

0%,尿 道 神経症 は1例 中1例 で!00%,不 眠

は6例 中5例 で83%,原 疾 患に対 す る恐怖 ・不
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第2表 既 報 のBalance使 用 成 績 の総 括(自 験 例 は含 まず)

疾 患

神 経 性 頻 尿

膀 胱 神 経 症

症
例
数

41

16

刺 戟 膀 胱

膀胱三角部 異常症

19

6

著
(柵)
効 有

(什)
効

18(44%) 13(32%)

31(76%)

5(31%) 6(38%)

11(69%)

・(・ ・%)11Q(53%)

慢性乃至急性膀胱炎

慢性尿道炎,淋 疾恐怖

16(85%)

3(50%) 1(17%)

4(67%)

1・(38%)D2(46%)

26
22(84%)

13

5(38%) 5(38%)

梢 々 有 効
(+)

1(2%)

3(19%)

1(5%)

無
(一)

効

3(7%)

2(12%)

尿 道 神 経 症

性 的 神 経 症

夜 尿 症

慢 性 前 立 腺 炎

睾 丸 過 敏 症

前 立 腺 症

2(33%)

4(16%)

IO(76%)
3(24%)

7-一

」_

2(29%) 1(14%)

3(43%)

15

2G3%) 7(47%)

9(60%)

19
321
1

(28%)114(・ ・%)

23(72%)

14

7(50%) 5(36%)

12(86%)

2

1(50%)

1(50%)

1(17タ6)3(50%)

6ト

4(67%)

4(57%)

2(13%) 3(20%)

2(6%) 7(22%)

2(14%)

1(50%)

膀 胱 炎 後 遺 症
3(50%)

6-一 一

1(17%)

4(67%)

術 後 愁 訴 6

5(83%) 1(17%)

6(100%)

2(33%)

2(33%)

不
明

6

2

1

安は4例 中3例 で75%,術 前不安は2例 中2例

で100%,泌 尿器科的検査に対する恐怖 ・不安

は1例 中1例 で100%,術 後心気症1例 中0で

0%,悪 性腫瘍末期苦痛1例 中0で0%,術 後

急性腎不全による嘔気,食 欲不振11例 中0で0

%と なつており,少 数例の例外を除いて何れも

優れた効果を示 している事が判る。特に不安,

緊張,焦 躁感,情 動不隠等の精神症状を基調と

する症例に於て効果が著明であり,こ の事は精

神神経科,内 科,婦 人科などを始めとする他科
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領域に於ける使用成績の報告と一致する.

以上,Balanceの 使用対象となつた疾愚乃至

症状について考案 してみると,そ れ らは大きく

云つて泌尿器科領域 における神経症,PSD(精

神身体症)お よび神経症的反応 と考えられるも

のである.之 らの疾患の治療にあたっては,通

常我々は必要なる泌尿器科的諸検査を行い,そ

の結果器質的障害のない事乃至は症状に比し器

質的変化の少ない事を説明 した り,又 難症,原

疾患,手 術,泌 尿器科的 検査などに 対 して不

安,緊 張,恐 怖,焦 躁感を示す 時は適切な説

明,説 得をしたり,そ ういつた支持,理 解,元

気づけ,開 放等の所謂minorpsychotherapy

を先ず実施 している.軽 症の場合はこれだけで

あとは自己の洞察力により自ら症状を克服出来

る事が多いが,中等症以上 となるとminorpsy-

chotherapyの みでは 不充分で,精 神安定剤,

鎮静剤,自 律神経遮断剤等の併用を必要 とし,

之らの使用によつて患者の主たる愁訴が消失乃

至軽減する事によりminorpsychotherapyの

効果が充分発揮 され易 くなって来 る.Balance

の効用も,こ の様に心理療法に対する副次的な

意義においてあるのであり,又 副次的に用いた

時にこそその真価を発揮するものである事を考

慮しなければ ならない.若 しminorpsycho-

therapyを 行わず してBalanceの みに頼つた

場合は,患 者の信頼感乃至依存心は医師に向わ

ずして薬剤に固定 してしまい,疾 患を真の治癒

に導きえなくなる惧れがある.自 験例に於て無

効乃至稽々有効 といった症例には,担 当医が多

忙のため根気と時間 と愛情を要する心理療法を

充分に行いえなかった場合が多い 又患者の基

礎性格に著 しい偏 りがあつた り,基 底に深い心

理的葛藤などのある重症例に接する事もあるの

で,こ の様な場合は専門的な精神科医の協力を

必要とし,中 には醜病,分 裂症等の精神病が隠

されている事もあり,こ の点慎重でなければな

らない.又 神経症や精神身体症の患者 でも,そ

れと関係のない他の器質的疾患にな りうるもの
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で あ り(自 験第32例),こ の点 もよ く注意 して,

彼 らの愁 訴を一 がいに神経 性の ものと軽視 し,

必要 な診察や検査 を怠 る様 な ことが あつ ては な

らない.

V結 語

日常 の泌尿 器科 臨床 に於 て経験 した膀胱神経

症7例,神 経 性 頻尿5例,非 細菌性 尿道炎2

例,慢 性膀胱炎1例,尿 道 神経 症1例,不 眠6

例,原 疾患 に対す る不安 ・恐怖4例,術 前 の不

安2例,検 査 に対 する恐怖 ・不安1例,術 後心

気症1例,悪 性腫瘍末期 の苦 痛1例,術 後急性腎

不 全の嘔気 食欲不振1例 の総計32例 にChlor-

diazepoxide(Balance)を 使 用 した結果 ,膀 胱

神経症,神 経性頻尿 などを始め とし て 特 に 不

安,緊 張,焦 躁 感な どの精神症状 を基 調する症

例 に於 て優 れた効果の ある事を認めた.

しか し乍 ら,Balance投 与 の適応 とな るべ き

疾 患は,神 経症乃至 はPSD(精 神 身体症)に 属

する ものであ るか ら,之 らの治療 にあたつ ては

常 に 心理療 法の 重要 性を 閑却 すべ きでな く,

Balanceの 投与 も原則 として心理療法 に対 して

副次的 に行 うべ きであ り,又 そうす る事に よつ

て最 も優れ た効果 を発揮す るもの であると考え

る.

Balance投 与 に よる副作用 と しては,2例 に

於 て軽度の睡気が認め られたのみであつた.
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